
異
性
か
ら
無
理
や
り
性
交
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
人

成
人
女
性
の
15
人
に
1
人

Jyugobun-no-Ichi



そ
の
う
ち
75
％
以
上
が

身
近
な
知
り
合
い
か
ら
の
被
害
で
す
。

20歳以上の女性に対して行われた内閣府の調査によると
異性から無理やり性交された経験（レイプ被害）のある人は
6.5％で15人に一人の割合。
日本の成人女性に換算すると350万人ほど。
そして、そのうち75％以上が、
身近な知り合いからの被害です。

出典：内閣府「男女間における暴力に関する調査（2015 年）

被害にあった時期については、
そのうち４割近くが未成年の
時期に被害にあっています。

知人
4.3

配偶者・
元配偶者
19.7

無回答
0.9

まったく
知らない人
11.1

その他
13.7

交際相手・
元交際相手
28.2

職場・
アルバイトの関係者

13.7

親・兄弟・
それ以外の親戚

8.5

加害者との
関係についてＱ．

被害にあった
時期Ｑ．

小学生以下
11.1

中学生のとき
2.6

中学卒業から
19歳まで
23.1

20歳代
49.6

30歳代
9.4

40歳代以上
3.4

無回答
0.9



このケースどう考える？

職
場
の
飲
み
会
に
参
加
し
、
飲
酒
。

お
酒
を
飲
ま
な
かっ
た
先
輩
か
ら

「
遅
い
か
ら
車
で
送
る
よ
」
と
言
わ
れ
、

少
し
迷
っ
た
け
ど
車
に
乗
っ
た
。

気
づ
く
と
山
奥
で
車
を
止
め
ら
れ
、

無
理
や
り
セ
ッ
ク
ス
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
ん
な
に
大
勢
の
被
害
者
が
い
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
知
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、な
ぜ
？



相手との関係を悪くしたくなくて

断れずに車に乗っただけで、

セックスしたいなんて全然思ってなかったけど、

自分も悪かったかもって思うし、

相談しても責められたり、

辛さを理解してもらえなかったりすることが怖くて、

誰にも言えなくなる。

誰も知らないと、「無理やりセックスさせられた」ことが

無かったことになってしまう。

人を信じられなくなって、車に乗るのが怖くなって、

生きることが嫌になるかもしれない。

どうして被害者だけが責められるの？

本当にそれでいいの？

な
ぜ
抵
抗
し
な
かっ
た
の
？

山
奥
で
、車
か
ら
降
り
て

１
人
で
帰
る
の
怖
く
な
い
？

ど
う
し
て
車
に
乗
っ
た
の
？

あ
な
た
は
相
手
の
善
意
を
、

き
っ
ぱ
り
断
れ
る
？

相
手
が
、仕
事
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

先
輩
で
も
？

最
初
か
ら
相
手
が

セ
ッ
ク
ス
目
的
だ
と
わ
かっ
て
い
て
も

車
に
乗
っ
た
？

ス
キ
が
あ
っ
た
？

だ
か
ら
、

仕
方
な
い
こ
と
？



相談した 31.6％
相談しなかった 67.5％
無回答 0.9％

友人・知人に相談した 22.2％
家族や親戚に相談した 5.1％
警察に連絡・相談した 4.3％
医療関係者（医師・看護師など）に相談した 1.7％
その他 1.7％
どこ（だれ）にも相談しなかった 67.5％

恥ずかしくてだれにも言えなかったから 38.0％
自分さえがまんすれば、
なんとかこのままやっていけると思ったから 30.4％
そのことについて思い出したくなかったから 27.8％
相談してもむだだと思ったから 20.3％
相談するほどのことではないと思ったから 16.5％
相手の行為は愛情だと思ったから 12.7％
他人に知られると、これまで通りのつき合い
（仕事や学校などの人間関係）ができなくなると思ったから 8.9％
相手の仕返しが怖かったから
（もっとひどい暴力や、性的な画像のばらまきなど） 7.6％
加害者に「誰にも言うな」とおどされたから 6.3％
世間体が悪いと思ったから 6.3％
他人を巻き込みたくなかったから 6.3％
どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから 5.1％
相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思ったから 2.5％
その他 10.1％

被
害
に
つい
て
、だ
れ
か
に
打
ち
明
け
た
り
、

相
談
し
た
り
し
ま
し
た
か
？

異性から無理やりに性交された被害の相談の有無

被害の相談先（複数回答）

ど
こ
（
だ
れ
）
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
理
由

出典：内閣府「男女間における暴力に関する調査（2015 年）



も
し
被
害
者
が
、

自
分
だ
っ
た
ら

家
族
だ
っ
た
ら

友
人
だ
っ
た
ら

恋
人
だ
っ
た
ら

そ
し
て
見
知
ら
ぬ

誰
か
で
も

こんなとき、
どうする？



できることから、やってみよう

実
態
を

知
る

性暴力関連の
ニュースを注意深く
チェックする

被害者の
心理について
学ぶ

話を聴いて、
一緒に考える

ネットや書籍で
データを
調べてみる

被害者の
手記などを
読む

被
害
者
に

よ
り
そ
う弁護士や

カウンセリング機関を
調べて、

情報をシェアする

そばにいる

「あなたは悪くない」と
伝える

いろんな機関に
つながれるよう
サポートする



ボランティアに
参加する

性暴力に
反対する団体に
寄付する

性暴力に関する
セミナーに参加して
勉強する

デモに
参加する

性暴力を
なくそうとする議員に
投票する

この情報を
シェアする

ブログ・ＳＮＳで
発信する

友人、恋人、
家族と

この問題について
話してみる

Ｆａｃｅｂｏｏｋで、
性暴力を防ぐ
活動をしている

団体に「いいね」する

この問題について
勉強会をひらく

絵や音楽で
表現する

つ
な
が
る

ア
ク
ション
す
るメッセ

ー
ジ
を

発
信
す
る



女
性
の
心
身
を
深
く
傷
つ
け
る

性
暴
力
被
害
に
あ
っ
て
も
、

自
分
に「
落
ち
度
」が
あ
っ
た
と

責
め
ら
れ
た
り
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

分
かっ
て
も
ら
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、

抱
え
込
む
人
が
7
割
近
く
も
い
ま
す
。

で
も
、性
暴
力
の
責
任
は
加
害
者
に
あ
り
ま
す
。

自
分
の
望
ま
な
い
性
行
為
は
す
べ
て
、

「
性
暴
力
」な
の
で
す
。



15
人
に
１
人
が
レ
イ
プ
被
害
に
あ
う
社
会
。

性
暴
力
は
他
人
事
で
は
な
く

ジ
ブ
ン
ゴ
ト
で
あ
り
、「
社
会
問
題
」な
の
で
す
。

自
分
や
、周
り
の
人
が
被
害
に
遭
う
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

自
分
や
大
切
な
人
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。



ひとりでも多くの人に性暴力の実態を知ってほしい。

この問題について一緒に考える仲間が増えることで、

被害者が孤立する社会を変えたい。

そんな思いから、この作品を作りました。

これをきっかけに、読んだ人の周りで議論がうまれ、

私たちひとりひとりが性暴力について考え、

私もあなたもあなたの大切な人も、

性暴力に怯えずに、自由に安心して

日々 暮らせる日本になりますように。

発行　「性暴力を許さない女の会」　（設立1988年）
私たちは性暴力を
「本人の望まない、あらゆる性体験、性的働きかけ、
性的おびやかし、性的言動」と考え、
性暴力をなくすために行動しています。

活動内容
● 電話相談（毎週火曜19-21時　TEL. 06-6322-2313）
● 公開講座（2.5.8.11月開催）
● 機関紙「ファイトバック」の発行（1.4.7.10月発行）
http://no-seiboryoku.jimdo.com/

ジェンダー平等をめざす藤枝澪子基金助成事業

製作協力　KOTO DESIGN Inc.　三輪悠介
この報告書の無断転載・複写は禁じられています。
内容を引用する際には出典を明記してください。


